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今年の出番山と子ども歌舞伎の外題
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子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

　４月16日（水）に長浜文化芸術
会館で演じられる子ども歌舞伎
を１番山から４番山までゆっく
りと鑑賞できます。

【料金】2,000円／人
問 観光振興課（☎６５－６５２１)

◀
昨
年
の
曳
山
ま
つ
り
か
ら

今
年
の
三
番
叟
は

久
保
寺
草
太
く
ん

　
（
長
浜
小
４
年・一
の
宮
町
）

　
市
内
の
小
学
３
～
５
年
生
の
男
子
を
対

象
に
募
集
さ
れ
る
三
番
叟
役
者
。
ま
つ
り

の
無
事
と
安
全
を
祈
祷
す
る「
三
番
叟
奉

仕
者
報
告
祭
」が
３
月
２
日（
日
）、長
濱
八

幡
宮
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

玉
串
を
神
前
に
捧
げ
、先
端
が
赤
く
塗

ら
れ
た
矢
を
受
け
取
っ
た
久
保
寺
く
ん
は

「
本
番
で
失
敗
し
な
い
よ
う
に
、こ
れ
か
ら

一
生
懸
命
練
習
し
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
～
17
日
に

撮
影
さ
れ
た
、長
浜
曳
山

ま
つ
り
の
写
真
と
、そ
れ

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
、コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
。
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５
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５
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６
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＊�

応
募
は
す
べ
て
サ
イ
ト
上
か
ら
と
な
り

ま
す
。
メ
ー
ル
や
直
接
送
付
な
ど
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、長
浜
曳
山
ま
つ
り

フ
ォ
ト
サ
イ
ト
へ
。

　

http://pht.nagaham
a-

hikiyam
a.or.jp/
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ォ
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光
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２
１
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■
線
香
番　
18
時
頃
か
ら

　

<

各
山
組
稽
古
場>

■
裸
参
り　
20
時
頃
か
ら

　

<

山
組
町
内
～
長
濱
八
幡
宮
～

　
豊
国
神
社
～
山
組
町
内>

■
神
輿
渡
御
　
18
時
30
分
～

　

<

長
濱
八
幡
宮
～
御
旅
所>

■
御
幣
迎
え　
７
時

　

<

長
濱
八
幡
宮>

■
籤
取
り
式　
13
時

　

<

長
濱
八
幡
宮>

■
子
ど
も
歌
舞
伎　
18
時
頃
か
ら

　

<

各
山
組
町
内>

■
子
ど
も
歌
舞
伎　
午
前
中

　

<

各
山
組
町
内>

■
登
り
山　
昼
過
ぎ
か
ら

　

<

山
組
町
内
～
長
濱
八
幡
宮>

■
夕
渡
り　
19
時
か
ら

　

<

長
濱
八
幡
宮
～
一
八
屋
辻>

■
朝
渡
り　
８
時
頃

　

<

各
山
組
町
内
～
長
濱
八
幡
宮>

■
太
刀
渡
り・翁
招
き　
９
時
過
ぎ

　

<

長
濱
八
幡
宮>

■
子
ど
も
歌
舞
伎　
９
時
55
分

　

<

長
濱
八
幡
宮>

■
神
輿
還
御　
狂
言
終
了
後

　

<

御
旅
所
～
長
濱
八
幡
宮>

■
戻
り
山　
神
輿
還
御
の
後

　

<

御
旅
所
～
山
組
町
内>

■
後
宴（
子
ど
も
歌
舞
伎
）　
昼
夜

　

<

各
山
組
町
内>

■
観
劇
会　
10
時
55
分
か
ら

　

<

長
浜
文
化
芸
術
会
館>

■
御
幣
返
し　
８
時

　

<

長
濱
八
幡
宮>

■本日(15日)の子ども歌舞伎開演場所

フォトサイト
作品募集 

曳
山
ま
つ
り
の
主
な
行
事
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※平成25年４月１日現在

一
場
面
を
再
現
し
た
陶
磁
器
の
人
形
飾

り
を
載
せ
て
曳
行
し
ま
す
が
、
お
旅
所

で
は
こ
の
飾
り
の
支
え
棒
２
本
を
外
し

ま
す
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
な
が
ら
直
立

す
る
高
さ
５
ｍ
余
の
カ
ラ
ク
リ
は
現
在

で
も
秘
伝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
茶
碗
祭

と
い
う
名
前
の
由
来
も
こ
こ
に
あ
り
、

県
内
に
多
く
み
ら
れ
る
曳
山
祭
り
の
中

で
も
カ
ラ
ク
リ
と
飾
り
山
が
同
居
し
た

独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
出
発
前
に
両
社
で
奉
納
さ
れ
る

子
ど
も
に
よ
る
舞
も
珍
し
い
も
の
で
、

神
子
の
舞
を
は
じ
め
八
ッ
返
り
の
舞
な

ど
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
を
含
み

古
式
を
伝
え
ま
す
。
以
前
は
祭
り
が
終

わ
る
と
曳
山
は
解
体
さ
れ
保
存
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
茶
わ
ん
祭
の

館
」
に
付
設
し
て
作
ら
れ
た
山
蔵
に
そ

の
ま
ま
収
納
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
花
奴
は
以
前
、
青
年
の
役
目
で
し

た
が
、
今
で
は
女
性
も
参
加
し
、
祭
り

に
花
を
添
え
ま
す
。

余
呉
町
上
丹
生
で
行
わ
れ

る
春
の
曳
山
祭
礼
。
３
年
ご

と
に
４
月
３
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
不
定

期
と
な
り
、
開
催
日
は
人
寄

り
の
都
合
か
ら
５
月
４
日
に

変
更
さ
れ
、
大
型
連
休
中
の

祭
り
と
し
て
多
く
の
観
光
客

を
集
め
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

地
元
の
特
産
品
を
販
売
す
る

テ
ン
ト
が
軒
を
連
ね
、
賑
わ
い
を
見
せ

ま
す
。

祭
り
で
は
丹
生
神
社
を
皮
切
り
に
神

輿
・
長
刀
振
り
・
法
螺
貝
・
大
鉾
・
小

鉾
・
新
神
主
・
花
奴
・
道
笛
・
十
二
の
役
・

舞
児
・
曳
山
な
ど
の
祭
礼
行
列
が
村
の

中
を
練
り
歩
き
、
八
幡
神
社
お
旅
所
に

向
か
い
ま
す
。
曳
山
は
歌
舞
伎
狂
言
の

丹生神社茶わん祭の館
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シリーズ㊱

滋賀県指定無形民俗文化財
上丹生の曳山茶碗祭

（余呉町上丹生）
昭和60年３月29日指定

所有者　丹生神社ちゃわん祭保存会▲茶碗祭の曳山

▲観客を魅了する曳山飾り

▲支え棒をはずしたカラクリ

▲神子の舞
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